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本
書
の
著
者
、
本
野
英
一
氏
は
近
代
中
園
経
済
史
研
究
に
お
い
て
尖
鋭
な

問
題
意
識
を
も
ち
、
積
極
的
に
議
論
を
提
起
し
て
き
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。

本
書
は
氏
が
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
撃
に
提
出
し
た
博
土
論
文
に
加
筆
・
修

正
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
著
者
に
よ
っ
て
イ
ギ
リ
ス
外
交
文
書
の
世
界
に

導
き
入
れ
ら
れ
た
評
者
に
と
っ
て
、
著
者
の
既
愛
表
文
献
で
引
用
さ
れ
て
い

た
博
士
論
文
の
公
刊
は
待
望
し
て
や
ま
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

ま
ず
は
、
本

書
の
刊
行
を
慶
賀
し
た
い
。

周
知
の
よ
う
に
、
近
二
十
年
、
世
界
の
中
園
研
究
に
お
け
る
日
本
の
地
位

は
一
回
愛
し
た
。
現
代
中
園
語
及
び
英
語
の
重
要
性
が
一
層
増
す
な
か
で
、
欧

米
人
中
園
研
究
者
の
日
本
印
圏
内
学
は
激
減
し
、
日
本
語
で
著
さ
れ
た
研
究
が
諸

外
園
の
研
究
者
に
讃
ま
れ
る
こ
と
も
著
し
く
減
少
し
て
い
る
。
近
年
、
日
本

人
研
究
者
の
中
園
語
を
用
い
た
愛
信
は
進
み
つ
つ
あ
る
が
、
英
語
圏
の
歴
史

研
究
に
封
し
て
は
十
分
ア
ピ
ー
ル
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
。
か
か
る
状
況
下

で
日
本
の
中
園
研
究
の
成
果
を
ふ
ま
え
た
本
書
が
イ
ギ
リ
ス
で
出
版
さ
れ
た

こ
と
は
高
く
評
債
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

も
と
よ
り
、
浅
拳
非
才
の
評
者
に
本
書
を
的
確
に
書
評
出
来
る
能
力
は
な

い
。
し
か
し
な
が
ら
、
公
刊
後
時
日
が
経
過
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
舎

の
研
究
史
上
劃
期
的
な
意
義
が
日
本
の
拳
界
で
十
分
理
解
さ
れ
て
い
る
と
は

い
え
な
い
。
そ
こ
で
本
評
で
は
本
書
の
内
容
紹
介
を
中
心
に
書
評
を
試
み
た

本
書
の
「
序
」
で
著
者
は
、
明
末
以
降
の
中
園
商
業
史
の
特
徴
を
同
郷
商

人
圏
慢
に
よ
る
取
引
な
い
し
職
業
の
猫
占
に
あ
る
と
と
ら
え
る
。
そ
し
て
そ

の
商
人
園
程
が
太
平
天
園
後
か
ら
二

O
世
紀
初
頭
に
か
け
て
園
結
力
を
喪
失

し
て
再
編
を
絵
儀
な
く
さ
れ
、
商
曾
の
誕
生
と
し
て
蹄
結
し
た
と
い
う
本
書

の
概
要
を
示
す
。
し
か
し
、
著
者
に
よ
れ
ば
、
従
来
の
研
究
は
上
記
の
過
程

全
慢
を
正
確
に
把
握
す
る
の
に
失
敗
し
た
。
そ
こ
で
著
者
は
、
中
園
語
史
料

と
英
文
史
料
を
併
用
す
る
意
義
を
強
調
し
、
史
料
と
し
て
は
一
九
世
紀
上
海

に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
商
人
と
中
園
人
商
人
圏
健
の
商
業
紛
争
の
記
録
を
重
頑

す
る
。

績
い
て
著
者
は
、
本
書
を
貫
く
テ
l
マ
で
あ
る
中
園
人
商
人
の
経
済
原
理

と
し
て
、
商
人
園
慢
の
濁
占
権
が
附
加
税
徴
枚
の
見
返
り
に
政
府
か
ら
保
誼

さ
れ
て
き
た
こ
と
を
奉
げ
、
本
書
で
扱
う
太
平
天
園
後
の
時
期
は
遊
金
徴
牧

の
た
め
に
清
朝
地
方
官
が
商
人
囲
程
を
再
編
し
て
統
制
し
た
と
み
な
す
。
そ

し
て
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
が
一
八
八

0
年
代
末
に
不
平
等
像
約
特
権
を
利
用
し

た
中
園
人
買
鱗
に
よ
っ
て
崩
壊
し
た
こ
と
を
指
摘
し
、
如
何
な
る
歴
史
的
扶

況
の
下
で
中
園
人
買
燐
に
よ
る
商
業
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
の
確
立
・
陣
後
展
が
可
能

で
あ
っ
た
の
か
、
商
業
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
の
維
持
に
お
い
て
誰
が
イ
ニ
シ
ア
テ

イ
ブ
を
取
り
、
有
力
商
人
圏
健
の
圏
結
力
崩
壊
後
に
何
が
お
こ
っ
た
の
か
を
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本
書
の
課
題
と
す
る
。

一
方
で
著
者
は
、
中
閣
人
商
人
に
釘
峠
す
る
イ
ギ
リ
ス
側
の
経
済
原
理
と

し
て
は
自
由
貿
易
を
奉
げ
、
中
英
問
の
倹
約
に
よ
り
イ
ギ
リ
ス
臣
民
が
そ
の

原
理
に
従
い
経
済
行
震
を
行
う
権
利
が
規
定
さ
れ
た
と
す
る
。
そ
し
て
、

一

八
六

0
年
代
以
降
の
同
郷
商
人
園
種
再
編
に
よ
り
、
結
果
と
し
て
中
英
二
つ

の
経
済
原
理
が
並
存
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
二
つ
の
原
理
の
並
存
問
題

に
お
け
る
主
役
が
上
海
紙
業
曾
館
と
上
海
潮
官
邸
舎
館
と
い
う
中
園
人
商
人
園

穏
で
あ

っ
た
。
以
下
、

こ
の
問
題
に
聞
す
る
各
章
の
位
置
づ
け
を
示
し
た
う

え
で
、
著
者
は

一
旦
廃
棄
さ
れ
た
「
西
洋
の
衝
撃
に
封
す
る
中
園
の
反
感
」

と
い
う
概
念
を
再
評
債
し
、
中
闘
に
お
け
る
不
平
等
僚
約
髄
制
の
意
味
の
再

考
を
圃
る

(
一
三
頁
)
と
い
う
本
書
の
大
き
な
狙
い
を
明
ら
か
に
し
て

「
序
」
を
結
ぶ
。

本
書
は
三
部
か
ら
な
る
。
第
一
部
「
中
英
商
業
関
係
に
お
け
る
諸
問
題
」

第

一
章
「
債
務
焦
げ
附
き
問
題
」
で
は
中
英
天
津
係
約
締
結
後
に
問
題
と
な

っ
た
中
園
人
買
鱗

・
商
人
の
債
務
焦
げ
附
き
慮
理
の
問
題
を
取
り
上
げ
る
。

こ
の
問
題
は
イ
ギ
リ
ス
商
人
が
如
何
に
し
て
輸
出
貿
易
に
お
け
る
買
鱗
ら
の

債
務
保
設
を
回
避
し
、
貿
緋
ら
か
ら
輸
入
貿
易
の
債
権
を
回
収
す
る
か
と
い

う
こ
と
に
あ
っ
た
。
首
時
、
内
地
の
事
情
に
疎
か

っ
た
イ
ギ
リ
ス
商
人
は
買

搬
や
中
図
人
デ
ィ
ー
ラ
ー
に
輸
出
口
問
買
い
付
け
や
、
荘
票
に
よ
る
輸
入
品
の

信
用
買
い
を
依
存
し
て
い
た
が
、
買
緋
は
そ
の
荘
票
を
利
用
し
て
私
的
ビ
ジ

ネ
ス
を
行
っ
て
い
た
。
一

八
六
六
年

一一

月
の
恐
慌
の
際
に
イ
ギ
リ
ス
商
人

は
そ
れ
に
気
づ
き
、
同
貝
緋
の
雇
用
者
に
到
す
る
法
的
義
務
と
責
任
を
定
義
し

よ
う
と
し
た
。

こ
れ
が
ジ
ャ

l
デ
イ
ン

・
マ
セ
ソ
ン
・
隔
曾

(』白円全ロ
タ

ζ
え
r
o
M
O
ロ
除
。
。
以
下
J
M
商
曾
と
略
構
)
と
そ
の
買
排
日
刊
'
z
o
と
の
民

事
訴
訟
で
あ
っ
た
。

こ
の
訴
訟
を
双
方
の
安
協
に
終
わ
ら
せ
た
駐
上
海
イ
ギ
リ
ス
領
事
は
、
一

八
六
七
年
一
月
に
上
海
商
業
曾
議
所
と

「有
力
中
図
商
人
ギ
ル
ド
」
の
監
督

す
る
組
織
へ
の
買
塀
登
録
を
提
起
し
た
が
、
上
海
紙
業
曾
館
と
上
海
道
牽
は

中
園
人
商
人
園
慢
の
園
結
を
失
わ
せ
る
と
し
て
こ
れ
を
拒
否
し
た
。
同
年
六

月
、
紙
業
曾
舘
が
定
め
た
生
糸
取
引
に
関
す
る
章
程
は
、
生
糸
取
引
を
中
園

人
生
糸
商
人
に
濁
占
さ
せ
る
も
の
で
、
郵
便
汽
船
出
航
前
の
生
糸
代
金
支
沸

い
を
強
制
さ
れ
た
イ
ギ
リ
ス
商
人
は
苦
況
に
陥

っ
た
。
一

方、

一
八
六
九
年

の
ス
エ
ズ
運
河
開
通
と
翌
年
の
香
港
|

|
上
海
|
|
ロ
ン
ド
ン
聞
の
電
信
開

通
と
い
う
「
交
通
革
命
」
が
お
こ
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
商
人
は
海
外
の
情
報
を

入
手
し
て
輸
出
品
に
関
す
る
中
図
人
商
人
と
の
契
約
を
支
携
前
に
破
棄
可
能

に
な
り
、
海
外
情
報
を
入
手
で
き
な
い
中
園
人
商
人
は
多
大
な
損
害
を
被
っ

た
。
こ
の
針
立
状
況
は
、

一
八
七
五
年
に
紙
業
曾
館
側
が
イ
ギ
リ
ス
商
人
を

安
協
さ
せ
、
生
糸
取
引
の
新
章
程
が
定
め
ら
れ
た
こ
と
で
終
わ

っ
た
。
新
章

程
に
よ
っ
て
決
済
シ
ス
テ
ム
が
確
立
し
、
首
面
の
紛
争
は
回
避
さ
れ
た
が
、

中
園
人
商
人
が
内
地
市
場
に
お
け
る
輸
出
入
品
の
生
産
と
販
買
を
貧
質
的
に

統
制
し
、
イ
ギ
リ
ス
商
人
は
候
約
港
内
で
中
園
人
デ
ィ
ー
ラ
ー
の
代
理
人
と

な
る
こ
と
を
絵
儀
な
く
さ
れ
た
。
結
局
、
ア
ロ

l
戦
争
以
後
に
イ
ギ
リ
ス
商

人
は
中
園
の
外
図
貿
易
で
主
導
権
を
掌
握
で
き
ず
、
彼
等
は
買
燐
の
負
債
の

保
護
人
と
な
る
こ
と
を
回
避
す
る
た
め
の
決
済
シ
ス
テ
ム
の
改
善
の
み
を
行

っ
た
。
諸
脇
陣
約
の
傑
項
は
イ
ギ
リ
ス
商
人
が
中
園
で
「
自
由
貿
易
」
を
行
う

の
に
は
効
果
的
で
は
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

第
二
章

「
三
連
盟
問
題
」
で
は
、
前
述
の
二
つ
の
原
理
が
衝
突
す
る
場
と

し
て
内
地
諸
税
と
麓
金
に
関
す
る
外
交
交
渉
を
取
り
上
げ
る
。
こ
の
交
渉
の

背
景
に
は
中
英
天
津
係
約
第
二
八
僚
と
そ
の
附
岡
崎
閥
税
規
則
第
七
僚
に
よ
っ

て
、
輸
出
品
を
係
約
港
に
搬
迭
す
る
場
合
と
ア
へ
ン
を
除
く
輸
入
口
聞
を
倹
約
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港
か
ら
内
地
に
搬
、
途
す
る
際
に
、
子
口
宇
税
を
支
携
え
ば
そ
の
他
の
税
を
克

除
さ
れ
る
と
い
う
子
口
宇
税
特
穫
が
あ
っ
た
。
交
渉
で
問
題
と
な
っ
た
の
は

第
一
に
イ
ギ
リ
ス
商
人
が
内
地
諸
税
を
支
郷
、
っ
か
ど
う
か
で
、
第
二
に
は
イ

ギ
リ
ス
商
人
が
内
地
諸
税
や
麓
金
の
支
挽
い
を
避
け
た
い
中
園
人
商
人
に
針

し
て
、
子
口
宇
税
特
権
に
基
づ
く
克
税
誼
明
書

(後
の
三
蓬
皐
)
を
違
法
に

販
資
し
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
交
渉
は
一
八
六
一
年
一

一
月
に
合
意
に
達

し
て
章
程
が
定
め
ら
れ
た
が
、
中
英
商
人
間
の
遣
法
な
三
連
軍
賛
同
貝
防
止
に

は
妓
果
が
な
く
、
一
八
六
七
年
か
ら
一
八
七

0
年
代
初
頭
に
か
け
て
長
江
下

流
域
で
は
三
連
軍
の
使
用
が
擁
大
し
た
。
清
朝
地
方
官
は
、
子
日
中
十
税
特
権

は
外
園
人
が
輸
出
商
品
を
内
地
で
購
入
す
る
場
合
の
み
に
適
用
さ
れ
る
と
み

な
し
、
上
海
と
鍍
江
の
蓮
華
が
三
連
軍
の
愛
行
を
停
止
し
た
た
め
、
「
自
由

貿
易
」
を
主
張
す
る
イ
ギ
リ
ス
と
の
外
交
問
題
と
な
っ
た
。

一
八
七
七
年
一

月
に
な
る
と
、

三
連
軍
乱
用
防
止
の
た
め
に
銭
江
で
「
鎮
江
ル
|
ル
」
と
よ

ば
れ
る
章
程
が
策
定
さ
れ
、
一
八
七
九
年
の
上
海
へ
の
導
入
に
イ
ギ
リ
ス
領

事
も
同
意
し
た
。
し
か
し
、
イ
ギ
リ
ス
以
外
の
欧
米
列
強
と
線
理
街
門
と
の

交
渉
は
一
八
八
二
年
四
月
に
決
裂
し
、
中
園
人
に
よ
る
三
連
軍
の
濫
用
は
績

し
た
。

以
上
の
第
一
部
で
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
天
津
僚
約
に
基
づ
く
中
英
商
業
関

係
は
イ
ギ
リ
ス
商
人
と
中
園
の
官
僚
双
方
に
と
っ
て
不
満
足
な
も
の
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
、
こ
の
商
業
関
係
に
お
け
る
主
役
は
外
園
商
社
の
富
と
子
口
宇

税
特
権
を
利
用
す
る
機
舎
を
得
た
中
園
人
商
人
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
中
園
人

商
人
の
活
動
が
も
た
ら
し
た
紛
争
の
結
果
、
有
力
中
園
人
商
人
圏
憶
と
地
方

{
邑
は
外
園
人
商
人
を
倹
約
港
の
租
界
に
封
じ
こ
め
、
外
図
商
人
は
こ
れ
を
受

け
入
れ
る
限
り
に
お
い
て
安
全
に
商
業
活
動
が
で
き
た
。

し
か
し
、
一
八
八

0
年
代
に
な
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
商
人
は
自
ら
の
主
導
に

よ
る
中
閣
の
生
糸
産
業
に
お
け
る
生
産
・
販
責
シ
ス
テ
ム
改
善
と
イ
ン
ド
産

ア
ヘ
ン
の
「
自
由
貿
易
」
賓
現
を
圏
り
、
中
園
人
磁
人
と
の
深
刻
な
商
業
紛

争
を
引
き
起
こ
す
。
こ
れ
が
第
二
部
「
上
海
に
お
け
る
中
英
商
業
紛
争
」
で

あ
る
。

第
二
部
第
三
章
「
外
園
製
糸
業
を
め
ぐ
る
紛
争
」
で
は
、

J
M商
舎
に
よ

る
製
糸
工
場
の
設
立
を
め
ぐ
る
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。

一
八
六

0
年
代

に
製
糸
工
場
(
恰
和
紙
廠
)
設
立
に
失
敗
し
た
J
M商
舎
は
、
問
題
が
安
債

で
良
質
な
繭
の
調
達
に
あ
る
考
え
、
イ
ギ
リ
ス
商
人
な
い
し
中
園
人
買
鱗
に

よ
る
内
地
で
の
繭
買
い
付
け
を
開
始
し
た
。
彼
ら
は
子
口
宇
税
特
権
に
よ
っ

て
麓
金
を
支
郷
、
つ
必
要
が
な
か
っ
た
た
め
、
繭
取
引
の
濁
占
と
そ
れ
に
よ
る

麓
金
牧
入
に
よ
っ
て
結
び
つ
い
た
上
海
紙
業
舎
館
、
清
朝
地
方
官
及
び
郷
紳

に
脅
威
を
奥
え
た
。
そ
こ
で
、
漸
江
省
宮
田
陽
豚
知
豚
が
三
連
患
を
用
い
た
繭

買
い
付
け
を
妨
害
し
た
た
め
に
外
交
問
題
に
な
っ
た
。
在
上
海
イ
ギ
リ
ス
領

事
が
汲
遺
し
た
遁
誇
と
漸
江
巡
撫
と
の
交
渉
は
双
方
が
妥
協
し
た
が
、
こ
れ

は
個
人
的
合
意
に
過
ぎ
な
か

っ
た
。
富
陽
懸
知
牒
の
妨
害
か
ら
、

J
M商
舎

は
賀
線
や
中
園
人
協
力
者
へ
の
依
存
な
し
に
中
園
で
は
何
も
で
き
な
い
と
考

え
た
。
そ
こ
で
先
述
の
買
携
の
債
務
焦
げ
附
き
が
問
題
と
な
り
、
イ
ギ
リ
ス

人
商
人
は
上
海
の
共
同
租
界
に
イ
ギ
リ
ス
株
式
曾
祉
法
を
導
入
す
る
こ
と
に

よ
り
、
有
限
責
任
制
に
よ
る
買
緋
の
債
務
保
誼
週
避
を
試
み
た
が
賓
現
せ
ず
、

在
華
イ
ギ
リ
ス
商
枇
は
有
限
曾
粧
を
香
港
な
い
し
イ
ギ
リ
ス
本
国
で
登
録
す

る
こ
と
を
絵
儀
な
く
さ
れ
た
。

一
方
、
イ
ギ
リ
ス
株
式
舎
祉
法
の
上
海
租
界
へ
の
抜
大
に
よ
る
有
限
責
任

制
の
導
入
を
見
越
し
、
ア
イ
プ

ソ
ン
商
舎

(H2
8ロ
待
。
。
)
と

J
M
商

舎
は
上
海
に
お
け
る
機
械
制
製
糸
工
場

(恰
和
紙
廠
)
再
建
を
準
備
し
た
が
、

そ
こ
で
活
躍
し
た
の
が
徐
鴻
達
等
の
貿
緋
で
あ

っ
た
。
彼
等
は
江
蘇
省
養
鍍
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地
帯
に
お
い
て
三
連
軍
を
利
用
し
て
繭
買
い
付
け
を
有
利
に
進
め
、
か
つ
醇

編
成
の
息
子
醇
南
漠
な
ど
の
養
鷲
地
帯
の
地
主
と
も
結
び
つ
い
た
。
上
海
村林

業
舎
館
は
こ
う
し
た
商
業
機
構
の
成
功
に
よ
る
中
園
人
商
入
社
舎
の
秩
序
崩

壊
を
恐
れ
た
が
、
淑
江
商
人
の
園
穏
た
る
彼
ら
の
政
治
的
影
響
力
は
江
蘇
省

に
及
ば
ず
、
ま
た
李
鴻
寧
の
幕
僚
辞
一隅
成
の
影
響
力
も
懸
念
さ
れ
た
。
そ
の

た
め
、
紙
業
舎
館
は
地
方
官
と
と
も
に
上
海
に
お
け
る
外
園
系
製
糸
工
場
後

展
の
妨
害
を
困
っ

た
が
失
敗
し
た
。
次
に
、
紙
業
舎
館
と
地
方
官
は
子
口
宇

税
特
権
の
妨
害
に
よ
っ
て
英
米
商
祉
と
中
園
人
買
鱗
と
江
蘇
省
養
輩
地
帯
の

地
主
を
結
ぶ
商
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
抑
制
す
る
こ
と
を
狙
い
、
一
八
八
四
年

二
月
、
漸
江
巡
撫
と
漸
江
税
麓
線
局
は
繭
の
課
税
に
閥
す
る
章
程
を
公
布
し

た
。
し
か
し
、

J
M商
曾
ら
の
要
請
を
受
け
た
在
上
海
イ
ギ
リ
ス
領
事
の
要

求
に
よ
り
章
程
の
大
部
分
は
廃
止
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
同
年
八
月
に
左
宗
裳

と
松
混
指
経
線
局
は
輸
出
三
連
単
に
よ
る
内
地
諸
税
逃
れ
を
不
可
能
に
し
よ

う
と
試
み
た
。
こ
れ
は
上
記
の
商
業
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
打
撃
を
奥
え
、
結
局
、

繭
取
引
は
地
方
官
の
統
制
下
に
置
か
れ
た
。

結
果
と
し
て
、
外
図
人
製
糸
工
場
の
繭
取
引
参
入
問
題
は
、
英
米
商
人
に

落
地
摘
を
支
携
わ
せ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
こ
の
落
地
摘
は
恰
和
紙
廠
に
は
負

櫓
と
な
り
、

J
M商
舎
は
乾
燥
繭
の
コ
ス
ト
引
き
下
げ
を
絵
儀
な
く
さ
れ
た
。

し
か
し
、
落
地
摘
は
徐
鴻
達
と
醇
南
漠
の
結
び
附
き
を
破
壊
す
る
こ
と
は
出

来
ず
、
英
米
商
人
が
落
地
掲
の
賓
質
的
支
携
者
と
な
っ
た
時
、
清
朝
地
方
{
呂

と
上
海
紙
業
舎
舘
は
英
米
商
人
の
買
鱗
に
よ
る
繭
買
い
付
け
を
禁
止
す
る
口

賓
が
な
く
な
り
、
恰
和
紙
廠
の
再
建
が
引
き
起
こ
し
た
紛
争
は
終
結
し
た
。

こ
の
紛
争
の
結
果
、
第

一
に
有
限
責
任
制
に
よ
っ
て
香
港
な
い
し
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
で
登
録
し
た
有
限
舎
祉
に
投
資
す
る
中
園
人
の
財
産
保
護
が
可
能
に
な

り
、
第
二
に
貿
婚
を
通
じ
て
三
連
軍
を
分
配
す
る
こ
と
に
よ
り
買
緋
と
協
力

的
な
商
人
園
怪
に
遊
金
を
克
除
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

第
四
章
「
ア
へ
ン
貿
易
を
め
ぐ
る
紛
争
」
で
は
、
上
海
租
界
内
に
貯
裁
さ

れ
た
輸
入
イ
ン
ド
産
ア
へ

ン
の
遊
金
課
税
を
め
ぐ
る
イ
ギ
リ
ス
商
人
と
上
海

潮
葱
曾
舘
の
紛
争
を
扱
う
。
一

八
六

0
年
代
以
降
、
イ
ン
ド
蓬
ア
へ

ン
の
輸

入
は
中
園
産
ア
へ
ン
の
生
産
擬
大
に
よ
り
不
振
に
陥
り
、
こ
れ
が
中
英
聞
の

紛
争
を
引
き
起
こ
し
た
。
交
渉
の
末
、

一
八
八
五
年
七
月
、
イ
ギ
リ
ス
と
清

朝
政
府
は
芝
呆
協
定
追
加
僚
項
に
よ
り
ア
ヘ
ン
輸
入
税
の
引
き
上
げ
と
海
開

に
よ
る
麓
金
税
の
一
括
徴
収
で
合
意
し
た
。
こ
れ
は
、
ア
へ
ン
の
販
貰
権
で

は
な
く
償
格
に
-
課
税
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
し
た
た
め
、
上
海
潮
恵
舎
館
は
イ

ン
ド
蓬
ア
へ
ン
貿
易
の
濁
占
と
中
園
人
ア
へ
ン
商
人
の
統
制
力
を
失
う
危
険

に
陥
り
、
イ
ギ
リ
ス
商
人
に
は
中
園
人
商
人
園
慢
の
園
結
を
崩
壊
さ
せ
て
自

由
貿
易
を
賓
現
す
る
機
曾
と
な
っ
た
。

追
加
保
項
の
内
容
が
中
園
に
惇
わ
る
と
、
上
海
で
は
ア
へ
ン
職
人
税
の
引

き
上
げ
を
見
越
し
て
イ
ギ
リ
ス
商
社
が
大
量
の
ア
へ

ン
を
陸
揚
げ
し
て
租
界

内
等
に
貯
蔵
し
た
が
、
潮
葱
曾
館
に
所
属
し
て
い
な
い
中
園
人
商
人
も
同
様

の
行
動
を
と
り
、
外
園
人
の
名
義
を
借
り
て
麓
金
を
支
携
う
こ
と
な
く
ア
へ

ン
を
租
界
内
に
陸
揚
げ
し
た
。
こ
れ
に
針
し
、
清
朝
中
央
政
府
は
益
金
を
支

挑
わ
ず
に
ア
へ
ン
を
共
同
租
界
に
持
ち
込
む
こ
と
を
「
密
輸
」
と
み
な
し
、

潮
葱
曾
舘
に
釘
し
て
租
界
内
に
貯
蔵
さ
れ
た
ア
へ
ン
の
麓
金
徴
牧
を
命
じ
た
。

こ
れ
は
潮
恵
曾
舘
が
ア
へ
ン
貿
易
濁
占
を
確
保
す
る
最
後
の
機
舎
で
あ
っ
た
。

彼
等
は
遊
金
局
巡
丁
を
用
い
た
租
界
内
で
の
麓
金
課
税
、
ア
ヘ
ン
波
収
お
よ

び
「
中
園
人
密
輸
入
」
の
逮
捕
に
よ
っ
て
中
園
人
商
人
に
封
す
る
統
制
回
復

を
試
み
た
。
か
か
る
行
震
は
租
界
の
外
閤
人
商
人
に
と
っ
て
は
自
由
な
商
業

活
動
及
、ぴ
租
界
の
自
治
に
針
す
る
侵
害
で
あ
り
、
外
交
交
渉
と
な
っ
た
。
結

局
、
北
京
に
お
け
る
中
英
交
渉
に
よ
り
、
租
界
内
の
倉
庫
か
ら
搬
出
・
販
貰

- 80一



487 

さ
れ
る
ア
ヘ
ン
に
は
遊
金
が
課
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
清
朝
政
府
は
も

は
や
潮
恵
曾
舘
の
貿
易
濁
占
保
護
を
重
視
せ
ず
、
麓
金
局
巡
丁
は
租
界
内
で

の
麓
金
徴
牧
と
密
輸
入
逮
捕
が
不
可
能
に
な
っ
た
。
工
部
局
警
察
が

「中
園

人
密
輸
入
」
を
務
放
し
た
結
果
、
「
密
輸
」
が
増
大
し
て
潮
恵
曾
館
の
ア
ヘ

ン
濁
占
は
崩
壊
し
、
彼
等
の
圏
結
は
弱
ま
っ
た
。
か
く
し
て

一
八
八
七
年
三

月
に
追
加
傑
項
が
愛
殺
す
る
と
、
潮
葱
舎
館
に
よ
る
ア
ヘ
ン
貿
易
濁
占
は
終

わ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
人
商
人
が
期
待
し
た
「
自
由
貿
易
」

を
も
た
ら
さ
ず
、
徴
税
を
め
ぐ
る
混
乱
と
中
英
ア
へ
ン
商
人
聞
の
不
信
を
ま

ね
き
、
イ
ン
ド
産
ア
へ
ン
貿
易
の
リ
ス
ク
の
高
ま
り
は
長
期
的
に
そ
の
減
少

を
招
い
た
。

こ
の
よ
う
に
、
一
八
八

0
年
代
の
商
業
紛
争
で
決
定
的
な
役
割
を
果
た
し

た
の
は
、
「
中
園
人
密
輸
入
」
と
さ
れ
た
非
潮
葱
舎
館
メ
ン
バ
ー
の
よ
う
な

中
園
人
商
人
で
あ
っ
た
。

一
方
、
イ
ギ
リ
ス
商
社
は
中
園
人
商
人
が
状
況
に

よ
っ
て
中
園
人
商
人
圃
穏
と
イ
ギ
リ
ス
商
社
の
ど
ち
ら
か
を
パ
ト
ロ
ン
と
し

て
選
掴
博
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
て
い
な
か
っ
た
。
も
し
外
園
人
商
人
が
こ

れ
に
気
づ
け
ば
、
係
約
特
権
を
用
い
て
中
園
人
商
人
を
協
力
さ
せ
、
中
園
人

商
人
園
慢
の
園
結
力
を
崩
壊
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
最

終
的
に
賓
現
し
た
。
そ
れ
が
第
三
部

「
中
園
の
商
人
統
制
シ
ス
テ
ム
の
終

駕
」
で
示
さ
れ
る
。

第
三
部
第
五
章
「
状
況
の
安
化
」
で
は
、
外
図
人
商
人
の
傑
約
特
権
を
利

用
し
た
中
園
人
商
人
の
取
り
込
み
と
、
清
朝
政
府
の
封
懸
を
描
く
。
一
八
八

0
年
代
後
半
ま
で
に
、
中
園
人
商
人
は
イ
ギ
リ
ス
の
舎
祉
の
株
主
有
限
責
任

制
を
理
解
し
て
そ
れ
に
引
き
つ
け
ら
れ
て
お
り
、
中
園
人
投
資
家
は
増
大
し

た
。
ま
た
、
一
八
八
八
年
の
三
井
物
産
と
ボ
イ
ド
商
曾
(
切

0
1
除。。)

が
設
立
し
た
紡
績
工
場
を
め
ぐ
る
紛
争
の
際
に
、
外
園
人
商
人
と
イ
ギ
リ
ス

外
交
官
は
輸
出
子
日
中
十
税
特
権
の
中
園
人
商
人
圏
憶
の
園
結
に
封
す
る
数
果

に
気
づ
い
た
。
一
八
八
九
年
に
な
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
商
社
は
熱
心
に
三
連
軍

を
申
請
し
て
内
地
で
中
園
製
品
を
購
入
す
る
中
園
人
商
人
に
分
配
し
た
。
そ

の
結
果
、
一
八
九

0
年
代
初
頭
に
は
外
園
商
枇
と
結
託
し
た
中
国
人
の
商
業

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
漸
江
ま
で
撹
大
し
、

上
海
紙
業
曾
館
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

損
な
っ
た
。
同
様
の
現
象
が
中
圏
各
地
で
起
こ
り
、
中
園
人
商
人
圏
穂
の
闘

結
が
侵
害
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
封
し
、
清
朝
政
府
は
外
園
人
商
人
に
よ
る

三
連
軍
取
得
の
制
限
を
試
み
、
そ
れ
に
イ
ギ
リ
ス
側
は
反
封
し
た
。
日
清
戦

争
後
に
な
る
と
、
賠
償
金
に
悩
む
清
朝
中
央
政
府
は
海
開
を
介
し
た
子
口
宇

税
と
麓
金
税
の
確
保
が
中
園
人
商
人
の
統
制
よ
り
も
重
要
に
な
り
、
中
闘
圏

内
に
あ
る
工
場
の
製
品
へ
の
課
税
は
出
荷
前
の
み
に
限
定
し
、
ま
た
中
閤
人

商
人
の
三
連
皐
申
請
を
許
可
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
地
方
官
と
有
力
商
入

園
健
の
反
設
を
招
き
、
清
朝
政
府
は
中
園
人
商
入
社
舎
の
統
制
を
維
持
す
る

別
の
手
段
が
必
要
と
な
っ
た
。

そ
こ
で
、
清
朝
政
府
は
有
限
責
任
制
の
無
数
化
を
圏
り
、
恵
通
銀
行
釣
掌

歩
記

・
何
瑞
堂
の
訴
訟
で
は
、
外
園
株
式
曾
祉
の
中
園
人
株
主
増
大
を
防
止

す
る
た
め
に
、
紛
争
悪
化
に
よ
る
双
方
の
信
用
の
損
壊
を
ね
ら
っ
た
。

一
方
、

イ
ギ
リ
ス
側
は
一
九

O
二
年
か
ら
の
外
交
交
渉
で
清
朝
中
央
政
府
に
釣
し
、

中
園
人
が
非
中
園
人
の
株
式
舎
一
祉
に
投
資
す
る
権
利
を
も
ち
、
中
園
人
・
非

中
園
人
の
株
主
が
同
様
の
義
務
と
責
任
を
負
う
こ
と
を
認
め
る
よ
う
に
要
求

し
た
。
清
朝
側
は
骨
回
初
こ
れ
に
反
釣
し
た
が
、
張
之
洞
の
影
響
で
最
終
的
に

要
求
を
受
け
入
れ
て
、
マ
ッ
ケ
イ
倹
約
第
四
僚
と
な
っ
た
。
こ
の
背
景
に
は
、

張
之
洞
が
中
闘
人
商
人
の
資
金
を
外
園
株
式
曾
枇
か
ら
中
園
の
官
督
商
燐
企

業
に
引
き
つ
け
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
あ
る
。
清
朝
政
府
は
何
ら
か
の
方

法
で
中
園
人
商
人
の
財
産
を
保
護
し
な
い
限
り
、
中
園
人
商
人
園
慢
の
図
結
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は
維
持
で
き
な
い
と
気
づ
い
た
の
で
あ
る
。

第
六
章
「
中
園
の
商
人
統
制
シ
ス
テ
ム
の
崩
壊
」
で
は
清
朝
に
よ
る
商
人

統
制
の
最
後
の
試
み
を
描
く
。
日
清
戦
争
後
、
中
園
人
商
人
の
財
産
保
護
の

重
要
性
に
気
づ
い
た
張
箸
ら
は
商
務
局
の
設
立
に
よ
る
工
業
建
設
を
主
張
し
、

張
之
洞
も
そ
れ
を
推
進
し
て
各
地
で
商
務
局
が
設
立
さ
れ
た
。
し
か
し
、
各

地
の
商
務
局
は
債
務
者
よ
り
も
商
務
局
や
債
権
者
の
財
産
を
保
護
し
た
た
め
、

商
務
局
か
ら
融
資
を
受
け
て
企
業
を
興
し
た
中
園
人
商
人
の
財
産
を
破
産
の

際
に
保
護
す
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
。
ま
た
、
中
園
人
商
人
の
取
引
を
麓

金
か
ら
守
る
三
連
軍
に
類
似
し
た
特
権
を
付
興
す
る
こ
と
も
で
き
な
か

っ
た
。

こ
の
二
つ
の
紋
貼
に
よ
り
、
商
務
局
は
中
園
人
商
人
の
園
結
強
化
に
効
果
は

な
く
、
失
敗
に
柊
わ

っ
た
。

商
務
局
政
策
の
失
敗
後
、
清
朝
中
央
政
府
は
同
郷
商
人
園
憶
を
商
舎
に
再

編
し
て
商
部
の
監
督
下
に
置
く
こ
と
を
企
園
し
た
。
商
部
の
目
的
は
地
方
政

府
の
中
園
人
商
人
に
釘
す
る
統
制
の
打
破
と
西
洋
法
を
モ
デ
ル
と
し
た
商
法

な
い
し
曾
祉
法
導
入
に
よ
る
商
人
統
制
で
あ

っ
た
。
前
者
の
た
め
に
商
部
は

麓
金
局
の
「
悪
徳
官
吏
」
に
よ
る
麓
金
税
徴
収
の
際
の
不
正
行
筋
を
禁
じ
た

が
、
こ
れ
は
地
方
官
と
商
人
園
慢
の
依
嫁
し
て
き
た
経
済
原
理
を
否
定
す
る

も
の
で
あ
り
、
彼
等
に
無
視
さ
れ
た
。
ま
た
、
商
法
に
よ
る
外
国
商
枇
の
僚

約
特
権
の
無
数
化
も
、
商
部
が
有
限
責
任
制
を
否
定
し
て
い
た
こ
と
に
よ
り

新
企
業
の
創
設
奨
励
に
失
敗
し
て
挫
折
し
た
。
そ
こ
で
商
部
は
輸
出
三
漣
軍

特
権
の
無
数
化
の
た
め
に
、
外
岡
人
の
内
地
に
お
け
る
工
場
・

倉
庫
建
設
の

防
止
を
圃

っ
て
成
功
し
た
。
し
か
し
、
株
式
有
限
責
任
制
の
無
数
化
を
狙
っ

て

一
九

O
六
年
に
愛
布
さ
れ
た
破
産
律
は
、
清
朝
官
僚
と
中
園
人
商
人
の
反

釘
を
、
つ
け
て
撤
回
さ
れ
、
商
部
も
農
工
商
部
と
郵
傍
部
に
再
編
さ
れ
た
。
そ

の
結
果
、
清
朝
中
央
政
府
は
中
図
人
商
人
園
憶
を
指
導
・
統
制
す
る
能
力
を

喪
失
し
、
中
園
人
商
人
園
健
は
自
ら
の
努
力
で
成
員
の
園
結
を
維
持
し
、
財

産
を
保
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

っ
た
。
同
年
、
張
春
ら
に
率
い
ら
れ
た

江
蘇
・
漸
江
・

一帽
建
の
地
主
、
地
方
官
、
郷
紳
は
預
備
立
憲
公
舎
を
組
織
し
、

上
海
商
業
曾
議
所
と
と
も
に
商
法
の
起
草
で
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
と
っ
た
。

一
九

O
六
年
中
十
ば
以
降
、
中
園
人
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
は
王
朝
官
僚
園
家
に
隷
属

す
る
商
人
で
は
な
く
、
郷
立
し
た
ブ
ル
ジ
ヨ
ワ
に
な
ら
ざ
る
を
え
ず
、
彼
等

の
メ
ン
バ

ー
の
安
結
を
維
持
す
る
た
め
に
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
民
主
主
義

の
重
要
性
を
知

っ
た
。
中
園
人
同
郷
園
慢
は
完
全
に
そ
の
性
格
を
費
え
た
。

「
結
論
」
で
著
者
は
、
経
済
史
が
ヒ
ト

・
モ
ノ
・
カ
ネ
の
流
通
や
壮
舎
の

生
産
消
費
シ
ス
テ
ム
の
み
を
扱
う
こ
と
を
批
判
し
、
人
間
の
心
理
の
洞
察
が

必
要
だ
と
強
調
す
る
。
さ
ら
に
、
保
約
港
の
西
洋
入
社
舎
の
中
園
に
釘
す
る

影
響
を
軽
視
し
た
ロ
ー
ズ
・
マ
ー
フ
ィ
ー
以
来
の
イ
メ
ー

ジ
を
批
判
し
、

ポ
l
ル

・
コ
l
エ
ン
に
よ
る
「
中
園
の
内
渡
的
な
ア
プ
ロ

ー
チ
」
の
見
直
し

を
主
張
す
る
。
著
者
は
「
西
洋
の
衝
撃
に
釣
す
る
中
国
の
反
感
」
の
概
念
は

中
園
近
代
史
を
理
解
す
る
の
に
有
数
で
あ
る
が
、
こ
の
西
洋
の
衝
盤
は
、
英

語
を
操
り
、
西
洋
の
文
化
に
親
し
む
「
英
語
を
話
す
中
園
人
」
が
も
た
ら
し

た
と
す
る
。
彼
等
は
不
平
等
脇
陣
約
特
権
の
た
め
に
外
園
商
枇
と
結
託
し
て
自

ら
の
商
業
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
横
大
し
、

一
八
九

0
年
代
に
お
け
る
中
園
人
商

人
圃
慢
の
崩
壊
を
導
い
た
。
そ
し
て
従
来
租
界
内
に
限
定
さ
れ
て
い
た
外
園

人
の
経
済
活
動
が
下
関
係
約
と
マ
ッ
ケ
イ
候
約
に
よ
っ
て
抜
大
し
た
こ
と
に

よ
り
、
そ
の
動
き
は
加
速
し
た
。
こ
れ
に
釘
し
清
朝
は
輸
出
三
連
軍
特
権
を

無
妓
化
で
き
た
が
、
株
式
有
限
責
任
制
は
無
数
化
で
き
な
か

っ
た
。
そ
こ
で
、

有
力
中
国
人
商
人
、
地
主
、
地
方
官
は
英
語
を
話
す
中
園
人
の
商
業
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
抜
大
に
釣
抗
し
て
同
郷
商
人
園
慢
の
園
結
力
を
維
持
す
る
た
め
に

様
身
な
政
治
活
動
を
始
め
、
同
郷
結
合
に
代
わ
り
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
観
念
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を
扇
動
し
た
。
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
中
園
統
一
の
強
調
に
よ
り
、
こ
れ
ら
政

治
運
動
の
指
導
者
は
外
図
と
結
び
つ
く
人
々
を
漢
好
と
み
な
す
概
念
を
宣
惇

し
、
中
園
人
商
人
が
外
園
人
に
頼
る
こ
と
な
く
財
産
を
保
護
可
能
に
す
る
制

度
の
創
造
を
試
み
た
。
こ
れ
が
二

O
世
紀
初
頭
の
中
園
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
の
政

治

・
経
済

・
枇
曾
活
動
を
理
解
す
る
鍵
で
あ
る
と
本
書
を
し
め
く
く
る
。
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以
上
が
、
本
書
の
内
容
で
あ
る
。
本
書
の
論
旨
は

一
貫
し
て
い
て
極
め
て

明
快
で
あ
り
、
リ
ア
ル
な
紛
争
の
描
潟
は
譲
む
者
を
魅
了
し
、
讃
ん
で
い
て

飽
き
さ
せ
な
い
。
評
者
の
力
量
不
足
に
よ
り
他
の
追
随
を
許
さ
な
い
本
書
の

デ
ィ
テ
ー
ル
部
分
の
魅
力
を
十
分
に
停
え
る
こ
と
が
出
来
な
い
こ
と
は
残
念

で
あ
る
。

本
書
の
研
究
史
上
の
意
義
は
、
官
僚
が
税
の
徴
牧
の
見
返
り
に
商
人
圏
穏

に
濁
占
権
を
付
奥
す
る
と
い
う
制
度
的
側
面
を
機
軸
に
し
て
、
上
海
に
お
け

る
商
業
紛
争
と
い
う
ミ
ク
ロ
な
事
例
の
徹
底
的
な
検
討
か
ら
、

一
九
世
紀
後

半
か
ら
二
O
世
紀
初
頭
に
お
け
る
「
英
語
を
離
す
中
園
人
」
の
輿
え
た
衝
撃

と
そ
れ
に
よ
る
中
園
人
商
人
圏
慢
の
園
結
力
崩
壊
を
見
事
に
解
き
明
か
し
、

近
代
中
園
経
済
史
の
研
究
に
大
き
な
突
破
口
を
聞
い
た
こ
と
に
あ
る
。

一
九
八

0
年
代
以
降
の
日
本
の
中
園
経
済
史
研
究
は
、
近
代
に
お
け
る
工

業
化
を
中
心
と
す
る
経
済
後
展
の
分
析
な
い
し
そ
れ
に
関
わ
る
政
府
の
経
済

政
策
の
「
再
評
債
」
を
め
ざ
す
従
来
の
研
究
に
加
え
、
所
謂
「
ア
ジ
ア
交
易

圏
論
」
と
い
う
中
固
な
い
し
東
ア
ジ
ア
の
俸
統
的
な
商
業
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
な

ど
の
連
綾
性
あ
る
い
は
断
絶
と
い
っ
た
流
通
面
に
関
わ
る
研
究
が
進
み
、
雨

者
が
益
存
す
る
形
で
成
果
を
上
げ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
前
者
は
「
近

代
化
」
や
「
経
済
愛
展
」
以
外
の
側
面
を
捉
え
き
る
こ
と
が
で
き
ず
、
後
者

は
統
計
資
料
等
の
存
在
し
な
い
時
期

・
分
野
に
踏
み
込
め
な
い
ま
ま
、
清
末

の
中
園
経
済
史
研
究
は
行
き
詰
ま
り
を
見
せ
て
お
り
、
研
究
の
重
心
は
中
華

民
園
期
に
移
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
清
末
の
中
園
人
商
人
園
穏
に
つ
い
て

の
経
済
史
的
分
析
は
十
分
に
進
ま
な
い
ま
ま
放
置
さ
れ
た
。
「
ア
ジ
ア
交
易

圏
論
」
開
遠
の
諸
研
究
に
お
い
て
も
、
開
港
場
開
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
重
要
な

構
成
要
素
で
あ
る
中
園
人
商
人
圏
憶
の
清
末
に
お
け
る
具
慢
的
活
動
に
つ
い

て
は
ほ
と
ん
ど
解
明
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
。
ま
た
中
園
に
お
い
て
近
年
盛
ん

な
商
舎
に
関
す
る
研
究
も
、
清
末
の
中
園
入
園
短
の
園
結
力
崩
壊
か
ら
商
舎

の
誕
生
に
至
る
と
い
う
過
程
は
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。
本
書
は
こ
の
研
究

の
大
き
な
空
白
を
埋
め
る
と
同
時
に
、
「
近
代
化
」

・
「
経
済
後
展
」
や
「
停

統
的
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
連
績
・
断
絶
を
重
視
す
る
従
来
の
研
究
と
は
別
の

制
度
史
的
側
面
か
ら
深
く
切
り
込
む
こ
と
で
、
中
園
の
商
業
原
理
に
基
づ
く

中
園
人
商
人
圏
慢
の
園
結
力
の
限
界
に
つ
い
て
明
示
し
、
研
究
の
行
き
詰
ま

り
を
打
開
し
た
。
同
時
に
、
イ
ギ
リ
ス
商
人
の
中
園
人
商
人
圏
健
と
の
閥
係

に
つ
い
て
従
来
よ
り
も
格
段
に
具
程
的
な
考
察
を
加
え
た
こ
と
は
、
本
書
の

大
き
な
貢
献
で
あ
る
。

ま
た
、
「
西
洋
の
衝
撃
」
に
封
す
る
再
評
債
も
斬
新
で
あ
る
。
中
園
の
内

渡
的
後
展
へ
の
開
心
の
高
ま
り
、
あ
る
い
は
日
本
に
お
け
る
「
ア
ジ
ア
交
易

圏
論
」
の
勃
興
に
よ
っ
て
「
西
洋
の
衝
撃
」
が
重
視
さ
れ
な
く
な

っ
た
の
が

一
九
八

0
年
代
以
降
の
中
園
近
代
史
研
究
全
慢
の
傾
向
で
あ
っ
た
。
そ
の
中

に
あ
っ
て
著
者
は
朝
貢
鐙
制
か
ら
不
平
等
脇
陣
約
鰻
制
の
鶴
換
を
も
た
ら
し
た

「
西
洋
の
衝
撃
」
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
不
平
等
保
約
を
積
極
的
に
利
用

す
る
「
英
語
を
話
す
中
園
人
」
と
い
う
新
た
な
観
勃
か
ら
「
西
洋
の
衝
撃
」

を
再
提
起
し
た
。
今
後
は
こ
う
し
た
中
園
人
に

J
品

「
西
洋
の
衝
撃
」
が
経

済
史
に
と
ど
ま
ら
ず
重
要
な
覗
黙
と
な
る
で
あ
ろ
う。

こ
の
よ
う
に
劃
期
的
な
分
析
を
可
能
に
し
た
の
は
、
本
書
の
最
大
の
特
徴

- 83一
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の
一
つ
で
あ
る
イ
ギ
リ
ス
外
交
文
書
(
と
り
わ
け
領
事
報
告
司
O
N
N
∞
)
や

欧
米
商
祉
の
文
書
及
び
英
文
の
新
聞
・
雑
誌

(
吋
ど
弓
2
S
♀
s
a
Fミ
ミ

S
九

P
K
V
2
2
9
Rミ
ね
え

9
5
N
h
E
W
C
R内容
な
ど
)
を
中
心
と
す
る
英
文

史
料
の
十
二
分
の
使
用
と
、
そ
れ
を
中
園
側
史
料
と
つ
き
あ
わ
せ
た
こ
と
で

あ
る
。
こ
れ
ら
英
文
史
料
の
優
位
性
は
、

一
九
世
紀
に
聞
し
て
は
座
倒
的
な

情
報
量
を
提
供
す
る
こ
と
に
あ
る
。
と
り
わ
け
イ
ギ
リ
ス
領
事
と
遁
重
な
ど

の
清
朝
地
方
官
と
の
交
渉
や
商
業
紛
争
の
記
録
は
、
同
時
代
の
清
朝
側
に
同

レ
ベ
ル
の
史
料
が
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
極
め
て
貴
重
で
あ

る
。
さ
ら
に
重
要
な
の
は
、
中
園
の
官
僚

・
知
識
人
に
と

っ
て
の
常
識
や
開

心
の
な
い
(
ふ
り
を
し
て
い
る
)
こ
と
が
全
く
書
か
れ
て
い
な
い
漢
文
文
献

の
限
界
を
克
復
で
き
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
有
用
で
は
あ
る
が
、
目
録
が
不

十
分
か
っ
そ
の
多
く
が
手
書
き
と
い
う
扱
い
に
く
い
史
料
を
大
量
に
使
用
し

た
著
者
の
努
力
に
は
敬
服
さ
せ
ら
れ
る
。
か
か
る
史
料
の
使
用
と
、
明
清
時

代
史
を
含
む
欧
米

・
日
本

・
中
園
の
先
行
研
究
の
幅
庚
い
利
用
が
、
本
書
の

大
き
な
成
果
を
生
み
出
し
た
と
い
え
る
。

以
上
の
よ
う
な
本
書
の
成
果
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
以
下
で
は
今
後
の
中
園
近

代
経
済
史
研
究
に
お
け
る
課
題
を
示
し
て
み
た
い
。

ま
ず
、
本
書
の
主
た
る

論
黙
で
あ
る
中
園
人
商
人
圏
慢
の
圏
結
力
の
問
題
を
取
り
上
げ
る
。
本
書
で

は
嘗
該
期
に
お
け
る
政
府
と
結
び
つ
い
た
中
園
人
商
人
園
短
の
閤
結
力
崩
壊

が
強
調
さ
れ
て
い
る
が
、
同
時
に
著
者
も
意
識
し
て
い
る
よ
う
に
、
商
人
園

短
の
園
結
力
は
歴
史
的
に
繁
化
を
繰
り
返
し
て
き
た
。
政
府
が
商
品
に
封
し

て
課
税
で
き
な
い
場
合
や
、
商
業
活
動
に
安
動
が
見
ら
れ
て
商
人
圏
慢
が
そ

れ
を
把
握
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
な
ど
は
商
人
圏
慢
の
結
束
力
は
弱
く
、
取

引
の
濁
占
は
困
難
に
な
り
、
政
府
の
商
業
統
制
も
弛
緩
す
る
。
例
え
ば
、
ァ

へ
ン
戦
争
直
前
期
に
お
い
て
も
贋
州
に
お
け
る
貿
易
の
饗
動
や
課
税
す
る
こ

と
の
で
き
な
い
ア
へ
ン
貿
易
の
愛
展
に
よ
り
、
牙
行
に
よ
る
海
上
貿
易
の
濁

占
・
統
制
や
商
人
園
穏
に
よ
る
商
人
統
制
は
崩
壊
に
瀕
し
て
い
た
。
一

方、

著
者
も
述
べ
る
よ
う
に
、
本
書
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
中
園
人
商
人
圏
慢
は
太

平
天
園
以
降
に
再
編
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
上
海
の
紙
業
曾
館
、
潮
恵
曾
館

は
と
も
に
開
港
後
に
搬
大
し
た
利
権
と
結
び
つ
い
て
設
展
し
た
。
そ
し
て
清

朝
の
財
政
難
及
び
地
方
財
政
の
抜
大
に
よ
る
財
政
面
で
の
需
要
と
外
図
人
商

人
へ
の
針
抗
の
必
要
性
と
い
う
政
府
と
商
人
の
利
害
が
一
致
し
て
い
た
こ
と

が、

一
八
六

0
年
代
嘗
時
の
商
人
園
鐙
の
園
結
力
を
と
り
わ
け
強
固
に
し
て

い
た
可
能
性
は
高
い
。
つ
ま
り
、
外
園
人
商
人
の
眼
に
映
っ
た
「
中
園
人
商

人
園
程
の
強
固
な
圏
結
力
」
な
る
も
の
は
、
こ
の
時
代
特
有
の
も
の
で
あ
っ

た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
未
だ
十
分
に
研
究
さ
れ
て
い
な
い
五
港
開
港
期
や
辛

亥
革
命
後
な
ど
の
本
書
の
前
後
の
時
期
に
お
け
る
商
人
圃
慢
の
再
検
討
に
よ

り
、
や
や
長
い
ス
パ
ン
の
中
に
こ
の
時
期
の
中
園
人
商
人
園
慢
の
圏
結
力
と

そ
の
崩
壊
を
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
本
書
の
議
論
が
よ
り
有
数
に

な
る
と
も
恩
わ
れ
る
。

同
様
に
、

一
九
世
紀
末
の
商
人
園
慢
の
園
結
力
崩
壊
に
つ
い
て
も
検
討
す

べ
き
課
題
は
あ
る
。
著
者
は
商
務
局
の
各
地
で
の
設
立
を
も
っ
て
「
諸
都
市

で
の
中
園
人
商
人
の
圏
結
が
崩
壊
し
た
こ
と
を
示
す
。
(
一
五
一
頁
)
」
と
述

べ
る
。
確
か
に
、
上
海
に
お
い
て
奮
来
の
商
人
園
慢
の
圃
結
が
崩
壊
し
た
こ

と
は
、
本
書
か
ら
も
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
中
国
各
地
に
お

い
て
中
園
人
商
人
圏
健
の
閣
結
力
が
崩
壊
し
て
外
園
人
商
人
が
優
位
に
な
っ

た
と
は
一
概
に
は
言
え
な
い
。
こ
こ
で
第

一
に
検
討
す
べ
き
は
、
倹
約
特
権

の
機
能
す
る
範
園
で
あ
る
。
嘗
該
期
に
お
い
て
、
子
口
宇
税
特
権
を
利
用
し

た
貿
易
(
通
過
貿
易
)
の
績
大
は
地
域
差
が
大
き
く
、
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
錆

園
し
た
華
人
ら
に
よ
る
倹
約
特
権
利
用
を
狙
っ
た
イ
ギ
リ
ス
籍
登
録
が
増
大
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し
な
か
っ
た
よ
う
に
、
保
約
特
権
の
有
数
な
範
囲
に
は
限
界
も
存
在
し
た
。

今
後
は
、
各
地
域
の
開
港
場
及
び
租
界
を
中
心
と
し
た
候
約
特
権
の
有
数
性

を
各
国
の
遣
い
を
意
識
し
つ
つ
解
明
し
た
う
え
で
、
各
開
港
場
・
租
界
が
後

背
地
の
中
国
人
商
人
聞
健
に
奥
え
た
影
響
の
差
を
考
察
す
べ
き
だ
ろ
う
。
第

二
に
は
、
一
九
世
紀
末
か
ら
の
流
通
面
に
お
け
る
安
動
と
、

中
園
人
商
人
園

健
の
開
係
で
あ
る
。
本
書
で
著
者
は
制
度
面
の
安
化
を
重
視
し
て
い
る
た
め
、

流
通
の
安
動
が
引
き
起
こ
す
影
響
に
つ
い
て
の
記
述
は
少
な
か
っ
た
。
し
か

し
、
一
九
世
紀
末
か
ら
二

O
世
紀
初
頭
に
限
れ
ば
、
世
界
的
な
交
易
の
費
動

が
特
定
の
商
品
を
扱
う
中
園
人
商
人
園
短
に
奥
え
た
影
響
は
、
経
営
の
多
角

化
を
進
め
て
い
た
外
園
商
枇
よ
り
も
透
か
に
大
き
か

っ
た
と
恩
わ
れ
、
無
視

で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
蟹
動
を
経
た
二

O
世
紀
初
頭
、
外
園
人
商
人

が
優
位
に
立
つ
地
域
も
あ
れ
ば
、
逆
に
外
園
人
商
人
の
活
動
が
衰
退
す
る
地

域
も
あ
り
、
ま
た
中
園
人
商
人
の
優
位
が
そ
の
ま
ま
維
持
さ
れ
る
地
域
も
あ

っ
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
中
園
人
商
人
の
圃
結
力
に
遠
い
が
生
じ
た
原

因
に
つ
い
て
は
充
分
に
解
明
さ
れ
た
と
は
言
い
難
い
。
今
後
は
、
従
来

「ア

ジ
ア
交
易
圏
論
」
が
扱

っ
て
き
た

一
九
世
紀
末
か
ら
の
安
動
が
輿
え
た
影
響

の
有
無
に
つ
い
て
よ
り
ミ
ク
ロ
な
分
析
を
行
い、

中
園
人
商
人
圏
健
の
優
位

が
維
持
さ
れ
る
僚
件
に
つ
い
て
も
制
度
的
側
面
を
考
慮
し
つ
つ
探
求
す
べ
き

で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
本
書
が
中
園
人
商
人
圏
健
と
外
園
人
商
人
の
封
立
を
機
軸
と
し
て

い
た
の
に
封
し
、

中
園
人
商
人
圏
健
相
互
の
激
し
い
競
争
と
そ
の
結
果
に

つ

い
て
の
検
討
も
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
例
え
ば
、
本
書
で
は
イ
ン
ド
産
ア
へ

ン
問
題
に
お
け
る
潮
油
曾
館
の
ア
ヘ
ン
貿
易
濁
占
の
崩
壊
と
、
親
笑
商
人
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
蹟
大
の
限
界
が
指
摘
さ
れ
た
。
一

方
で
、
同
時
期
に
お
い
て

潮
油
舎
館
と
中
園
産
ア
ヘ

ン
を
扱
う
商
人
の
聞
に
は
、
績
大
す
る
中
園
産
ア

へ
ン
に
よ
っ
て
深
刻
な
釘
立
が
生
じ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
本
書
で
は

中
国
産
ア
へ

ン
を
扱
う
商
人
に
つ
い
て
の
言
及
は
な
か
っ
た
。
英
文
史
料
か

ら
は
、
中
園
人
商
人
園
種
相
互
の
競
争
に
つ
い
て
の
分
析
は
困
難
か
も
し
れ

な
い
が
、
地
方
官
と
各
商
人
園
慢
の
利
害
関
係
を
含
め
て
か
か
る
方
面
の
分

析
が
進
め
ば
、
「
中
園
人
商
人
」
封
「
外
園
人
商
人
」
と
い
う
構
圃
を
離
れ

て
、
中
園
人
商
人
を
よ
り
多
面
的
に
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
だ
ろ
う
。

次
に
、
著
者
が
本
書
第
三
部
に
お
い
て
強
調
す
る
無
限
責
任
制
の
問
題
を

み
て
み
た
い
。
著
者
は
一
九
世
紀
に
お
け
る
中
園
人
商
人
の
限
界
と
し
て
合

股
と
い
う
出
資
形
態
に
と
も
な
う
無
限
責
任
制
の
問
題
を
重
視
し
、
事
業
へ

の
投
資
が
進
ま
な
い
原
因
と
し
て
、
無
限
責
任
制

(此
よ
り
全
財
産
を
失
う
可

能
性
が
あ
る
と
い
う
リ
ス
ク
の
高
さ
を
暴
げ
て
い
る
。

一
方
、
最
近
、
黒
田

明
伸
氏
は
中
園
に
お
け
る
現
地
通
貨
供
給
の
自
律
性
に
基
づ
く
市
場
の
分
節

性
を
背
景
に
し
て
、
遊
休
資
金
が
分
散
し
て
核
と
な
る
資
金
在
庫
が
な
い
こ

と
か
ら
地
域
工
業
化
の
資
本
蓄
積
が
な
さ
れ
な
い
こ
と
を
提
示
し
た
。
中
図

に
お
け
る
工
業
化
の
前
提
と
し
て
の
資
本
蓄
積
に
開
わ
る
こ
れ
ら
制
度
史
と

貨
幣
史
か
ら
の
新
し
い
見
解
相
互
の
議
論
が
期
待
さ
れ
る
。

こ
の
黙
で
は
、
合
股
制
の
性
格
を
残
す
華
人
系
企
業
の
検
討
が
重
要
で
あ

る
。
嘗
該
期
に
お
け
る
中
園
企
業
の
経
営
分
析
は
、
企
業
文
書
の
不
足
故
に

困
難
で
あ
る
が
、
二

O
世
紀
以
降
に
つ
い
て
は
中
国
企
業
以
外
に
も
、
喜
一
湾

企
業
、
東
南
ア
ジ
ア
華
人
企
業
と
い
う
長
期
的
な
分
析
が
可
能
な
釘
象
が
あ

る
。
こ
れ
ら
の
企
業
が
資
本
を
蓄
積
し
て
設
展
す
る
こ
と
が
で
き
た
背
景
に

つ
い
て
、

制
度
史
や
貨
幣
史
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
意
識
し
た
研
究
が
進
む

こ
と
が
望
ま
れ
る
。

最
後
に
、
本
書
の
提
示
し
た
視
角
か
ら
の
研
究
の
可
能
性
に
つ
い
て
み
て

み
た
い
。
ま
ず
、
政
府
に
よ
る
中
園
人
商
人
圏
健
へ
の
徴
税
構
の
賦
輿
と
濁
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占
と
い
う
視
角
は
上
海
や
中
園
に
と
ど
ま
ら
ず
、
様
々
な
感
用
が
可
能
で
あ

る
。
例
え
ば
、
一
九
世
紀
か
ら
二

O
世
紀
初
頭
の
東
南
ア
ジ
ア
の
植
民
地
嘗

(
日
)

局
と
華
人
商
人
園
健
と
の
問
題
等
を
考
慮
に
入
れ
れ
ば
、
東
ア
ジ
ア

・
東
南

ア
ジ
ア
の
連
動
、
華
人
世
界
全
慢
の
同
時
代
の
問
題
と
し
て
考
え
る
こ
と
も

で
き
る
。
ま
た
、
政
府
と
し
て
清
朝
の
代
り
に
中
華
民
図
政
府
、
園
民
集
、

あ
る
い
は
共
産
禁
を
想
定
す
れ
ば
、
現
代
に
通
じ
る
問
題
と
な
る
。
こ
の
黙

の
検
討
が
進
め
ば
、
本
書
の
最
後
に
描
か
れ
た
王
朝
官
僚
図
家
に
隷
属
す
る

商
人
か
ら
濁
立
し
た
ブ
ル
ジ
ヨ
ワ
へ
の
安
化
が
、
清
末
以
降
も
績
い
て
い
た

の
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
に
も
解
答
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

同
じ
く
、
脇
陣
約
特
権
を
利
用
す
る
「
英
語
を
話
す
中
園
人
」
も
庚
が
り
を

も
っ
問
題
で
あ
る
。
保
約
特
権
な
い
し
何
ら
か
の
保
護

・
特
権
を
輿
え
る
閣

と
し
て
は
二
O
世
紀
以
降
に
な
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
な
ど
の
西
欧
諸
園
だ
け
で

は
な
く
日
本
や
ア
メ
リ
カ
も
重
要
と
な

っ
て
く
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
「
英

語
を
話
す
中
園
人
」
と
し
て
は
、
貿
鱗
や
欧
米

・
日
本
へ
の
留
向
学
生
な
ど
に

加
え
、
華
僑
・
華
人
や
中
園
人
キ
リ
ス
ト
教
徒
な
ど
を
想
定
す
る
こ
と
が
で

(
同
)

き
る
。
彼
ら
の
活
動
と
そ
れ
が
も
た
ら
し
た
影
響
に
つ
い
て
、
検
討
す
べ
き

未
開
拓
な
領
域
は
多
い
。

以
上
、
相
首
程
度
、
評
者
の
狭
い
開
心
に
ひ
き
つ
け
て
述
べ
て
き
た
。
評

者
の
能
力
不
足
故
に
誤
解
や
的
は
ず
れ
な
指
摘
が
多
い
と
思
わ
れ
る
が
、
御

寛
恕
願
い
た
い
。
近
年
、
著
者
は
ご

O
世
紀
前
半
の
研
究
の
意
義
を
強
調
し
、

(
叩
)

辛
亥
革
命
期
に
つ
い
て
の
成
果
を
次
々
と
生
み
出
し
て
い
る
。
研
究
が
辛
亥

革
命
後
に
移
り
、

一
層
進
展
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
併
せ
て
先
述

の
よ
う
に

一
九
世
紀
史
に
お
い
て
残
さ
れ
た
課
題
も
多
い
。
こ
れ
ら
課
題
の

解
決
は
後
進
の
責
務
で
あ
る
と
思
う
し
、
そ
の
た
め
の
重
要
な
手
掛
か
り
を

提
供
す
る
本
書
を
ふ
ま
え
て
議
論
を
進
め
て
い
く
べ
き
だ
ろ
う
。

註(
l
)

閤
際
的
な
中
園
研
究
に
お
け
る
日
本
の
中
国
研
究
の
問
題
に
つ
い

て
は

『中
園
1
11枇
舎
と
文
化
』
一

七、

二
O
O
二
年
所
掲
の
高
田

時
雄
、
小
島
毅
雨
氏
の
文
章
を
参
照
。

(
2
)

な
お
本
書
に
は
城
山
智
子
氏
の
書
評
が
あ
る
、
あ
わ
せ
て
参
照
さ

れ
た
い
。
『
枇
曾
経
済
史
的
学
」
六
七
|
三
、

二
O
O
一
年
。

(
3
)

中
園
に
お
け
る
商
人
圃
健
に
関
す
る
研
究
に
つ
い
て
は
、
朱
英

「
中
園
行
曾
史
研
究
的
回
顧
輿
展
望
」

『歴
史
研
究
』
二

O
O三

一
一、

二
O
O三
年
を
参
照
。

(
4
)

例
え
ば
、
不
平
等
候
約
特
権
を
利
用
す
る
人
々
と
ナ
シ
ヨ
ナ
リ
ズ

ム
と
の
開
係
に
つ
い
て
は
吉
津
誠

一
郎

『愛
圏
主
義
の
創
成
|

|
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
か
ら
近
代
中
園
を
み
る
』
(
岩
波
書
店
、
二

O
O
三

年
)

一
四
頁
を
参
照
。

(
5
)

ア
へ
ン
戦
争
前
に
牙
行
に
よ
る
庚
州
貿
易
の
統
制
が
困
難
に
な
っ

て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
岡
本
隆
司

『近
代
中
園
と
海
開
』
(
名
古

屋
大
挙
出
版
舎
、

一
九
九
九
年
)
第
二
章
を
参
照
。
ア
へ
ン
戦
争
直

前
の
牙
行
及
び
商
人
園
健
に
よ
る
ア
へ
ン
貿
易
統
制
の
崩
壊
に
つ
い

て
は
拙
稿
「
悶
卑
沿
海
民
と
清
朝
||

一
九
世
紀
前
宇
の
ア
へ
ン
貿

易
を
中
心
と
し
て
||
」
『東
方
拳
報
』
七
五
、

二

O
O三
年
を
参

nnNO 

(
6
)

太
卒
天
園
後
の
商
人
闘
程
再
編
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。
彰
淳

盆
「
十
九
世
紀
後
期
中
園
城
市
手
工
業
商
業
行
曾
的
重
建
和
作
用
」

『歴
史
研
究
』
一
九
六
五
|

一
、

一
九
六
五
年
、
宮
国
道
昭
「
清
末

に
お
け
る
外
園
貿
易
品
流
通
機
構
の

一
考
察
|
|
ギ
ル
ド
の
流
通
支

配
を
中
心
と
し
て

l
l」
『
駿
蓋
史
挙
』
五

て

一
九
八
一
年
、
七

86 
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六
ー
七
七
頁
。

(
7
)

民
園
初
期
の
上
海
に
お
け
る
麓
金
の
徴
税
請
負
を
め
ぐ
る
政
府
と

商
人
園
鰻
の
閥
係
に
つ
い
て
は
金
子
肇
「
蒙
世
凱
政
権
下
の
越
金
改

革
と
上
海
の
認
摘
制
度
」
日
本
上
海
史
研
究
曾
編
『
上
海
|
|
重
層

す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』
(
汲
古
書
院
、
二

0
0
0年
)
を
参
照
。

(
8
)

遁
過
貿
易
は
靴
底
金
の
過
重
な
揚
子
江
流
域
に
お
い
て
順
調
に
行
わ

れ
た
が
、
麓
金
の
低
い
華
北
で
は
盛
ん
で
な
か
っ
た
。
佐
々
波
智
子

「
一
九
世
紀
末
、
中
園
に
於
け
る
開
港
場

・
内
地
市
場
開
関
係
|
|
t

漢
口
を
事
例
と
し
て
|
|
」
『
枇
曾
経
済
史
向
学
』
五
七
|
五
、
一
九

九
一
年
、
八
九
|
九
O
頁
。

(
9
)

拙
稿

「
五
港
開
港
期
慶
門
に
お
け
る
蹄
園
華
僑
」

『
東
ア
ジ
ア
近

代
史
』一二
、
二

0
0
0年
。

(
日
)
慶
門
に
お
い
て
は
外
園
商
人
の
取
扱
商
品
の
貿
易
衰
退
が
、
外
図

人
商
人
の
活
動
-
衰
退
を
招
い
た
。
の
お
巳

F
E
Z
司

0
5間
口

O
『『

5
・

kgき
た

h
U
3
2
5・
4ω旬、

b
e~。s
a
R
言
、
む
ま
号
、

河
§
司
hhu
の
b
N
S
N
U
O
∞u
h
吉
見
交
司
印
ま
た
、
笹
口
に
お
け
る
中
園

人
商
人
の
優
勢
は
二

O
世
紀
に
入
っ
て
も
繍
い
た
。
小
瀬
一
「

一
九

世
紀
末
中
園
開
港
場
開
流
通
の
構
造
|
|
管
口
を
中
心
と
し
て

|
|
」
『紅
曾
経
済
史
拳
』
五
四
|
五
、
一
九
八
九
年
。

(
日
)
一
九
世
紀
後
字
に
中
園
園
産
ア
へ
ン
の
輸
入
代
替
が
準
行
し
た
。

林
満
紅
「
清
末
本
園
務
片
之
替
代
進
口
務
片
(
一
八
五
人
|
一
九

O

六
)
|
|
近
代
中
園
「
進
口
替
代
」
個
案
研
究
之

一
|

|
」
『中
央

研
究
院
近
代
史
研
究
所
集
刊
』
九
、
一
九
八

O
年
、
杉
原
薫

『ア
ジ

ア
開
貿
易
の
形
成
と
構
造
』
(
ミ
ネ
ル
ヴ
7

書
房
、
一
九
九
六
年
)

第
二
章
。

(
ロ
)
無
限
責
任
制
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
下
記
の
論
文
で
明
示
さ
れ
て

い
る
。
本
野
英
一
「
イ
ギ
リ
ス
向
け
紅
茶
輸
出
貿
易
の
衰
退
と
中
園

商
人

『園
結
力
』
の
限
界
|
|
稲
州
で
の
紛
争
、
論
争
を
中
心
に

|
|
」
『
東
洋
曲
学
報
』
七
七
|
一
・
二
、
一
九
九
五
年
。

(
日
)
黒
田
明
伸
『
貨
幣
シ
ス
テ
ム
の
世
界
史
|
|
〈非
釣
稼
性
〉
を
よ

む
』
(
岩
波
書
庖
、
二

O
O三
年
)
第
六
章
。

(
日
比
)
蓋
湾
に
お
い
て
は
日
本
植
民
地
時
代
に
淵
源
を
も
っ
企
業
グ
ル
|

プ
等
の
研
究
が
進
み
つ
つ
あ
る
。
謝
園
興
『
華
南
封
m
|
|
一
個
蓋
湾

本
土
企
業
集
図
的
興
起
』
(
遠
流
、
一
九
九
九
年
)
。

(
日
)
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
い
て
植
民
地
嘗
局
は
二

O
世
紀
初
頭
に
い
た

る
ま
で
、
中
園
人
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
に
ア
ヘ
ン
税
の
徴
収
を
請
け
負
わ

せ
て
い
た
。
。
白
ユ
〉
叶
『
o
n宵
y
o
f
v
N
H
h
ヨ
白
書
片
岡
語
、
刊
誌
-
。
、
『
輔
君
民

h
r
u
Q
Rゼ

s
。
。
な
ま
白
~
h
U
3
h
h
H
h
v
司
n

H

∞-0
0
1
H
h
U
N
O
-
-円
『
印
口
釦
曲
目
門
山
下

D
ロ'

ιoロ
(
U
O
吋
口
。

--
C
E
〈

命
同
師
同門
出
、
司
円
巾
帥
帥

w

戸

市

XW(〕

(
日
)
近
年
の
研
究
は
、

蓋
湾
人
が
牽
鷲
籍
民
の
地
位
を
利
用
し
て
有
利

に
経
済
活
動
を
進
め
て
い
た
事
例
を
示
す
e

林
漏
紅

「印
尼
華
商
、

蓋
商
奥
日
本
政
府
之
開
|
|
牽
茶
東
南
亙
貿
易
網
絡
的
拓
展

(
一
八

九
五
|
一
九
一
九
こ
湯
照
勇
主
編
『
中
園
海
洋
愛
展
史
論
文
集
』

第
七
輯
(
中
央
研
究
院
中
山
人
文
枇
曾
科
挙
研
究
所
、
一
九
九
九

年)。

(
げ
)
こ
の
貼
に
関
わ
る
著
者
の
問
題
意
識
に
つ
い
て
は
、
本
野
英

一

「ア
ジ
ア
経
済
史
研
究
者
か
ら
の
三
つ
の
質
問
」

川
勝
卒
太
編
『
グ

ロ
ー
バ
ル

・
ヒ
ス
ト
リ
ー
に
向
け
て
』
(
藤
原
書
庖
、
二

O
O
二

年
、
)
七
四
|
七
五
頁
を
参
照
。

(
日
)
数
曾

・
宣
数
師
が
中
園
に
輿
え
た
影
響
に
つ
い
て
の
研
究
は
義
和

- 87-
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圏
関
連
を
含
め
て
盛
ん
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
エ
リ
ー
ト
階
層
と
し

て
の
中
園
人
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
注
目
し
た
も
の
に
は
何
百
ロ

ロ
E
n
F
N15
』
き
可
否
雪
宮
潟
な
言
、
苦
ミ
ゑ
言
問
。
h

b
ミ丘町対話

9
5
N白河
t

包
U

N

F
耳
出
血
〈

g
除
「

o
E
C
E
d
p
r
cロ戸〈
2
2
E

Q

HJ
o
g
-
N
O
O
H

が
あ
る
(
本
書
に
つ
い
て
は
『
東
洋
史
研
究
』

六
二
|
一
の
高
嶋
航
氏
の
紹
介
を
参
照
。)

(川口
)

本
野
英

一
「
辛
亥
革
命
期
上
海
の
信
用
構
造
維
持
問
題
|
|
一九

一
O
年
『
ゴ
ム
株
式
恐
慌
』
を
中
心
に
|
|
」

『近
き
に
あ
り
て
』

三
九
、
二
O
O
一
、
同
「
辛
亥
革
命
期
上
海
の
中
英
債
権
債
務
庭
理

紛
争
||

一
九

一
O
年

『ゴ
ム
株
式
恐
慌
」
後
の
民
事
訴
訟
事
例
分

析
|
|」
『東
洋
史
研
究
』
六
O
|
二
、
二
O
O
一
年
。

F
O
E
S
Z
R自
己
g
pgタ

N
o
o
o
w
H
E
+
N
N叩
Eu

。。


